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栽培技研，3（1＞：43～60，里974

瀬戸内海におけるサワラとその種苗放流に関する予察

樋口正毅・大島泰雄

（瀬戸内海栽培漁業協会）

　現在，瀬戸内海で種苗放流事業の対象として取りあげられている広域牲あるいは共益的魚種は

マダイであるが，次に取りあげるべき対象種として阿を選択するかは，今のうちから充分に考え

ておく必要があろう。

　サワラは内海における数少ない高級魚の一つであるが，その最近の漁獲量は往時の％程度に減

少している。しかし3本種は，商品億億：が優れているばかりでなく，内海内部海域に：再生産の場

をもち，成長が卜いという諸点に加えて，魚食性であるから，内海で現在有り余るほど豊富なカ

タクチイワシ，イカナゴなどのpia泳tonデeederを餌料としてその増殖に役立たせることができ

るといった，種苗放流の対象種として有利な幾つもの特長をそなえている。しかも，最近，樋口

（1972）1）の報告によってその種苗生産が技術的に必ずしも不可能でないことがわかってきた。

ただ，瀬戸内海のサワラについては従来漁業生物学的知見が乏しく，種苗放流の効果をふまえた

具体策などに触れることは到底できないのであるが，ここでは乏しい知見をかき集めてこれらを

整理しておくと同時に，多少の検討を加えて将来に備えたいと考える。

　　　1　産　卵　期

　水戸（1965）2＞によると5－7月，浮遊卵のみられる水域は回附瀬戸，播磨灘であるとされ，ま

た香川水墨（1972）3）の報告では5月中旬一6月中旬，主産卵場は播磨灘（鹿ノ瀬，室津ノ瀬を中

心とする水域）および燧灘西北部一帯の瀬といわれている。愛媛県四方島周辺（燧灘）では5月

下旬一6月下旬に浮遊卵が採集できる（麟1参照）。

　　　2　産卵親魚
　紀伊水道から入りこむ産卵群の主体は満2年魚で，岡年級魚では雌が雄よりやや大型であると

いう。林ほか（1919）4）による産卵期のサワラの大きさと生殖巣重量および孕卵数の関係を表1－

1および表1－2に示した。これによると孕卵数は体重3kg前後（満2年魚）の親魚で55万粒：一

87万粒であり，筆者等の調査した体重約4kgの親魚では，1部放卵していたにもかかわらず87万

粒が数えられた。この時の親魚の卵巣状態からして，本種の熱卵放出は1回で終ることなく，マ

ダイのように多同塵卵であると考えられる。

　なお，丹下勝義ほか（1969）5＞は昭和43年6月2日～8臼に播磨灘東部において漁獲された親魚

（♀全長83cm，体重3．5kg，♂金長78cm，体重2．9kg，いつれも平均値）を使って，船上で人工授

精（乾導法）を行ない，その後の発生経過を報告している。また，筆者等も1973年6邑月14B香川

県大串半島附近で漁獲された親魚（♀全長87cm，体重3．97kg，♂体重2。8kg）から熟卵を入手す

ることができた（後述）。
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表1－1　雌サワラの大きさと卵巣重量および孕卵数（林満作）
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表1－2　雄サワラの大きさと精巣重量（林　満作）
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　　　3　卵内発生（図版1，1－5）

　完熟卵は濾球i個をもつ球形分離浮性卵で，無色透明，卵膜や卵黄には特殊な構造はない。卵

経は1．51～1．5％m，油球径0．《8～0．5e闘で卵膜腔は狭い。水温2LO～22．0℃では受精後46～5◎時

間でふ化する。＊

＊水戸（1966）6＞によると卵径は1．50～L86m阻，油球1個，径0．48～0．59，香川水回3＞では高径1，3

　～1．翫m，油球1個，丹下ほか5）では卵径1．5～1．6獺，油球3～5個，水温18。5～｝9．5℃で受精

　後55時…間でふ化開始。
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　卵子発生は一般の硬骨魚卵と大差なく，受精後2時…間で8～16細胞期，4時間でmor“la初期，

18時間後では既に胚体が形成され，背索の分化が行なわれた（1）。22時間後には眼胞が分化し，15

個の筋肉節とkupffer毒魚が認められた（2，3）。25時間後には26筋肉節期に達し，胚体上に黄

および黒色素胞，また，油球上にも黒色素胞が現われた。32時間後には平体上の黄・黒色素胞は

数を増しkupffer氏胞は消失。昭筋肉節期に達し，レンズの分化が始まった凶。40時間後には身

体はほぼ卵内の属を回り，耳嚢，心臓が分化した（5）。45時間30分後に量初のふ化がみられ，その

後4～5時聞のうちにぽとんどふ化した。

　　　毒仔稚魚期の形態（図版1，6一鶴および図版1，麗一纏）

　サワラの初期形態については大島（1940）7＞によってHirdebrandおよびCableが洋上で採集し

たSpanish　mackere1〔Scomberomorus　maculatus（Miぞ。総LL）〕について観察した全長2．75

～22翻までの形態が紹介されている以外はめぼしい記載がない。

　本舗＄comberQmorusnip｝、oalus（C蹴照et　vALENc三脚NEs）については水戸6）が，ふ化直後お

よび全長11．4騒斑の下魚について記載しているのみである。

　ここでは，1972年および1973年の2度にわたった飼育（後述）の結果得られた主要な発育期の

形態的特徴について記述する。

　のふ化直後（全長3．85～4。35mm）＊　油球は卵黄の後端，肛門は卵黄直後に開く。筋肉節数

は50を越える。黄色素胞は油球後半，尾部自惚体側に叢状に分布。また腹部にも2～3個点在。

黒色素胞は背面に6個，また油球上にも分布する（6）。

　2＞2．5日露（全長5．1～5．7mm）　胸鰭が現われ，眼の後縁に4～5欄の黒色素胞出現，尾部

中央体側に叢状1こ分布していた黄色素胞は数が減る。肛門はやや前事し体の％より少し後方に位

幽する。卵黄はかなり吸収きれ油球も小さくなる。口の形成が行なわれ闇口直前（7）。

　3）尋臼臥全長5，8旧醗）　卵黄は完全に吸収され頭部が発達してくる。頭部，幽居に黒色素

胞が現われ，背面の黒色素胞は誌面へ移り，数を増す。また，耳嚢の後方，消化管の上下の稚仔

膜に暴状に分布する。黄色素胞は数が減る。口が良く発達し，鋭い歯が上顎に3～4本が繊現す
る（81。

　紛　5～6日霞（全長6．5～6。勧m）　消化管は離方に1回転するb黒色素胞は良く発達し，尾

部中央体側に叢状に分布していた黄色素胞は完全に消失する。口は大きく，歯の数は上顎6本，

下顎6本となり，前上顎骨と頭骨との縫合部は著るしく凹入する。

　車懸蓋骨外縁に2儲の鋭い棘が現われ，尾鰭基底の形成始まる。

　鋤1帽霞（全長9涯m鵡　　頭部の発達が著しく，鼻孔は中央にくびれを生じ，吻は長く先が

尖り鐵裂は眼の後縁下に達する。両顎には歯が良く発達し，前罪蓋骨内外縁にそれぞれ2と5本

の棘がある。背鰭，腹鰭の基底が現われ，尾鰭形成も進んでくる。黒色素胞は吻端，頭部，消化

管上に多く分布する19＞。

　§＞ll礒濁（全長13．3mの　　稚仔膜は消失し，吻は益々長くなって先端が鋭く尖る。鼻孔は前

後にわかれ，前鰭蓋骨外縁の棘は8個に増加する。第1，2背鰭および離鰭，腎鰭および離鰭は

ほぼ同じ時期に形戒され始め，鰭条も出現する。背，酸鼻の駒迎は判然としないが，膜鰭の基部

にそれぞれ7～8傾の肥厚部が現われ，それらの原基を示している。尾鰭は良く発達し分又する。

黒色素胞は背峰にも現われ，背鰭，轡屋の基底にそって列状に並び，また，第王背鰭には膜鰭内

にも無数の黒点が出現する。仔魚期の終りと考えられる働。

＊水戸6）によると全長は3．85～4．3諏鵬，丹下ほか5）では全長4．6mmである。
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　7）18日目（全長18．伽紛　　第1背鰭は19頼条，第2背鰭16軟条，・腎二鰭2棘14軟条，背，腎鰭

の離鰭はそれぞれ8個が明らかとなるが，それぞれはなお膜鰭によって連接している。胸鰭，腹

鰭の分化は遅くそれぞれ8軟条と1棘条が数えられる。第1背鰭および背鰭基部の黒色素胞は数
を増す（11｝。

　8）23日霞（全長30．9n莞田）　各鰭はD．X朕一16－8，　A．　R－15－8，　V．1－5を数え，

それぞれ定数となる。前総蓋骨内縁の棘は消失し，外縁の棘は下部に6～7本の中棘を残し鋸歯

状に分化する。体は銀色を帯び体表面の黒色素胞は増加し，体側正中線より背面にかけて全体に

拡がり，背面は黄緑色を呈す（12）。

　9）全長尋1．0陥　　ふ化後30日前後には成長の遅い個体でも全長38～48翻こ達する。形態的に

は8）と大差ないが体の銀色は強くなる（13）。

　10全長75．5囎　　マダイ種苗生産池より採集して継続飼育（後述）した個体の最大は32日目

（推定〉で全長75．5mmに達した。前鯛蓋棘はなくなり鋸歯状に分化。側線はまだ判然としないが，

おぼろげに判るようになる。

　lD全長1◎1旧侑　1971年7駆5日にマダイ種苗生産池で採集した全長101鵬の幼焦では，成

魚とほぼ嗣様の形態を示し，側線も波状を呈す。体の背面は青緑色を呈すが，青褐色の斑点はま

だないα4）。

　　　5　仔稚魚の飼育とその成長

　1）サワラ卯は1972年6月1日～7月1日の闘，瀬戸内海栽培漁業センター伯方島事業場地先

海揃に設置したプランクトン・ネット（口径7◎c醗，長さ圭．5m，目合0．5田m）により採集した。

　日々の採集数およびふ化率は図1に示した通りであるが，期論議78粒が採集され，48尾のふ化

仔魚を得ることができた（平均ふ化率61．5％）。採集時にはいつも動物プランクトンと共に5～6

種類の卵が混入していたが，サワラ卵だけを肉眼で選別し，8～124容ガラスバットに収容して

止水平気でふ化させた。採集卵のstageはいつれもMyotome期以降のもので採集後1～L5日

図1　伯方島尾浦湾（燧灘）1こおけるサワラ天然卵の採集結果（1972）
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でふ化した。

　ふ化下魚は304容パンライト水槽に収容し，止水で通気を行ないながら飼育した。ふ化後5醸

磁位からは，水温の上昇と飼育水の状態に応じ1～2回／日，渥～％量の換水を行なった。仔魚

には開口と暫時にシオミズツボワムシを与え開口2日醸からはアルテミアノープリウス，　動物

プランクトンおよびマダイのふ化仔魚を追加投餌した。

　ふ化後5剛ヨ頃から活発な摂餌行動が晃られ，マダイの仔魚を好んで摂即する傾向がうかがえ

た。

　ふ化後15日を過ぎ全長15慮m前後になると，マダイのふ化仔魚では餌が異き過ぎるのか，空胃で

腹部がへこんだ状態で整死する個体が罵立った。この頃6～8騰mのマダイ稚魚を与えると，す早

い動きで攻撃し，またたく問に5～6尾を摂餌するのが観察された。

　飼；育期間の最長はふ化後23臼で，生残尾幌は1尾（全長30．9田鵬）であった。

　2）1973年目は大量飼育を閉的とし，香11［県庵治，志度両漁業協同組合に依頼して夜の流し刺

し網に乗船し，船上での人工受精を試みた。

　6月7・8Eiと6月12～14日の計5日閥乗船したが，本年は該水域のサワラ漁が近年になく不

漁であったことにもより乗船期間中採卵できた雌親魚は2尾のみで，うち1尾からの採卵分は発

生途中で全部地網，ふ化までには至らなかった。

　6月14日23時頃，香／i際大串半島北部3kmで流し刺し網により漁獲された雌3尾雄2尾のうち

自然に卵を放出している雌親魚1尾（全長87cm，体重3．97kg）から12，50継立を採卵し，体重2．8

kgの雄馬魚より採精，乾導法により人工受精を行なった（実際に人工受精を行なったのは，志度

漁協組合員岡珠樹氏である）。

　受精卵は1～2時間毎に水洗いし，6月15環朝6時頃志度港よりビニール袋に封入運搬して屋

島事業場のふ化槽に収容した。

　6月鶉臼20時3G分に最初のふ化が見られたが，9，300粒は発生途中で難死沈下し，ふ化したの

は3，200尾（ふ化率25．6％〉であった。これは前述1）の天然卵のふ化率が6G％余りであることか

ら考えると極めて低いふ化i率と言えよう。

　6月17日掛声聞魚を海水と共にビニール袋に収容，酸素を封入して車で伯方島事業場に輸送し，

0．5｝・ン容パンライト水槽2個に各1，600尾つつ収容し王区およびH区とした。

　飼育方法等は1972年（前述（1））とほぼ同じであるが，H区にはマダイのふ化仔魚を投与しなか

った。

　ふ化仔魚は騰型が多く，6月18謬の早口時には両区共生き残りは1割程度となった。

　ふ化後6日麗にはH区ではワムシ，プランクトンが：豊富にあるにもかかわらず盛んに共食いし

ている個体が碍立った。

　同区はその後も共食いが臼立ち，9臼園には1区が約50尾生残しでいたのに反しH区では僅か

に3尾の生存個体が確認できたのみで，樋羅1）が指適したようにマダイの仔魚が餌として大きく

：貢献していることが確認された。

　三区はその後も順調な生き残りを示したが，13日翻こ事故で殆んど弊死した（難死個体36尾が

確認できた）。

　19磁欝には生存個体が1尾となったので飼育実験を打ち切った。この時の生存個体の全長は

20．4m搬であった。

　3）1973年6月22日，マダイ稚魚の取りあげ時に採集されたサワラ稚魚7尾（金長範囲16．0～

22．9鶏m，平均金町19．0醐のうち3尾を0．5トン容パンライト水槽に収容し，流水で継続飼育を

行なった。取りあげ時に弱っているマダイ稚魚（全長6～12田m）を主として投狂した。

　7月4日には成長の良い個体で全長75．5副こ達した。
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　4）供試個体数の関係もあって思うようにサンプリングできなかったため，成長を詳しく追跡

することができなかったが，上記1）～3）の飼育結果により仔稚魚期の成長を図2に示した。およ

その傾向はうかがえるように思う。

園2　サワラの初期成長

80

全　60

長

伽〉

40

20

轡天然卵採集飼育（ig72）

○人工授精　　　（｝973）

盒マダイ生産タンクから採集。継読飼育

　　　　　　　　　　（1973）

　　鯉O鐙O麟
。畠6

謹

ゑ

　　　　　　　　　　　　　　5　　　　　　　10　　　　　　15　　　　　　20　　　　　　25　　　　　　30　　　　　　35

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふ化後の践数

　このばあいの成長は樋口1）がマダイ種苗生産の過程で得たサワラ稚魚より想定した成長と比較

するとかなり劣っている。このことは飼育容器が小さかったこと，また，成長に応じて適当な大

きさの餌が与えられなかったこと（マダイ種苗生産地では混入したサワラの成長につれてマダイ

も成長し，サワラの成長に合った餌が常に用意されていたものと考えられる）などによるもので

あろう。

　　　6　幼期の成長

　本種は従来，幼魚期も成魚期も飼育きれた事例がないが，天然採集の標本については次の記録

がある。

　1）1972年9月11日に，愛媛県伯方島の廃止塩田を利用したクルマエビ養殖池（約3，000田2）

から2尾のサワラ幼魚（全長28．5，32，3c磁，体重1◎2，168g）が採；集された。養殖池に卵で入っ

たのか，仔稚魚で入って成長したのか判然としないが，取水口の網罵合から推して稚魚期以前に

混入したものであろう。

　2）香川水試が播磨灘西部一三六瀬戸東部水域で行なった幼稚魚調査の採集記録庫をとりまと

めると表2，図3のようになる。これでみると，9月頃には全長平均25．1cm（範囲総～39cm）体

重平均12鎗　（範圏28～514g）に成長すると考えられる。また，上記の水域で7月（昭45）に

はシラス袋待網の漁獲物1kg当り◎．4～17．5尾の稚魚（体長1～3cのが混獲されており，8～

9月には雑魚袋待網，大敷網で1操業者当り10～20尾の幼魚（体長13～1垂cm）が混獲され，更に

＊香川水試篠岡久夫技師の好意により借胴。
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表2　播磨灘（香川県）におけるサワラ幼稚魚の採集記録（香川水試）

採　 集i採集1全長（㎝）体重（∬）
　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そ　　　　　　　　　　　　　　　ゆ

・騨匙則難勤範臨嘘範馴平均蝉
　備　　　　　　考

（採集場所・漁具）
圭966，6一玉8i

　　　　　i
　　6－231

　　7－15i

25：1嗅一31　2L6　　1

盛ず1・・　i
3i12－17　15・3　　．＿！69，7－11

i団子瀬

1平瀬

揮治町高島沖・．齢頼

7G，7－24　．

　8－26i

　8浄29

　9－3

30

1

1

1

8　一舘　　　13．6

　14．7

20．6

　13．4

28

67

19

マ　i富ノ瀬戸（2），平瀬鱒

…盤外町・廟沖，エビ灘

｝　．

　　　　　〃

9－6…　1i
m1・［・1…，幻2i胆8…31i19．7－34．・胴9浮812一・9｝2Gl　2i24・3・25・G9－23i　　9

…22．8－3G．42・・ii951…一丁一　　　　鉱51儲1　　　　26．6i鶉一226

136．9

P6G．0

i　．
@　　　　　，袋待網

Cナギ，カブト沖，袋待網

Jブト沖，袋待網

@　　　〃

�c沖，桝網

72，9－1圭　　　2 28．5，32．3 102，168 燧灘，伯方島北木水産クルマエビ養殖池

アジの曳き釣りでもかなりの幼魚が混

獲されていると言うことである。

　　　7　年令と成長

　サワラの主漁期は後述のように5～

7月間春サワラ）と9～11月（秋サフ

ラ）の2季にわかれるが，5～7月に

漁獲される未成魚（満1年魚）はサゴ

シと呼ばれる。

　香属水試の昭和45年5月下匂～7月

上旬に庵治および志度漁協に水揚げさ

れた本種の魚体測定結果をとりまとめ

ると表3および表4－1，4－2のよ

　　表3

畦◎T

全　30

長

伽）

20

10

図3　サワラ幼稚魚の金長の月別変化

　

o

／・

盒

禽謝

憩　騒　　簿

鯵　働

6月　　　　7月　　　　　8月　　　　　9月

《》　　1966　　　　　　　〔コ；　1969　　　　　　働　：　1970

畠　1972，伯方島北木水産クルマエビ養殖池内より採集。

香川県に水揚げされたサゴシの採集記録（香川水盛）

採

年 月一日
剰採剰全長（胡

i翻体数1 範　　囲 ・平均

王970・卜25i

　　5＿26i
　　　　　ミ
　　5－27i

　　5－31i
　　　　　…
　　　卜10i
　　　　　i
　　6－13i
　　6＿16i

1

2

1

1

5

3

1

　　5G

喚8，48

　　49

　　48

硅8－52

5G－53

　　49

i体　重（k2）

範　圏　i平均

　　11・oo
　　iO・75・0・80
　　　　

　　i　Loo

…鉢調㌦

5L3 PL王0こ蕊32

　備　　　　　　考

（採集場所、漁具）

i、酷・・ラ灘
i　陣水嵐シバリ網
　　　　　　　

…1庵治・流刺網

國　1
…Pd本滋敷網
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表4－1　春サワラ漁獲体長組成（香川県水中元・45）

体長
K級

　5月下旬
i5月25～31日

　6月上旬
i6月2～10日 （6月1ト20罎）

6月中旬
（6月2ト24鑓）

6月下旬， 7月上旬

i7月8a）
計

（㎝） ♀ ♂ ♀ ♂ ♀ ♂ ♀ ♂ ♀ ♂ ♀ ♂ 小計

65 3 1 1 1 5 1 6

70 19 2 1 2 3 1 21 7 28

75 26 1 7 1 6 2 3 1 42 5 47

旬 14 2 10 1 6 4 11 1 1 42 8 50

85 3 2 4 1 1 9 2 11

90 3 3 1 3 10 圭o

95 1 1 1 3 1 6 1 7

100 1 1 1 1 2

圭05 1 1 1

（84．6） （15．4） （100）

計 69 6 25 4 17 1／ 23 4 3 0 137 器 162

備考：サワラ流刺網，しばり網，香川県庵治漁協水揚げ。

　　サゴシ（平均体長50．4㎝）12尾を除く。

　　（〉は％

表4－2　春サワラ漁獲体重組成（香川県水試昭・45）

体重
K級

　5月下旬
i5月25略1日） （6月2～10臼）

　　　　ヨU月上旬
（6月1ト2G臼）

6月中旬
（6月2ト24日）

6月下旬
（7月8日）
7月上旬

計

（kg） ♀ ♂ ♀1 ♂ ♀ ♂ ♀ ♂
♀　l　i

♂ ♀ ♂ 小計

2．0
i 1 1 1

2．5 ⑫ 1 1 2 2 15 3 18

3．0 18 1 3 2 1 2 1 2黛 6 28

3．5

S．0

20

P0

2 75 11 74 13 4

1　回

　111
38

Q0

媛5 42

Q5

4．5 4 1 4… 1 8 1
i

16 3 19
5 i

5．0 3 1i 3 2 9 9

5．5
11

2 1 3 1 4

6．0 1
1

3 1 3 2 5

6．5 1 1 2 2

7．0 1 ・1 1 4 4

7．5
1 1 1 2 2

8．0

8．5 2 1 3 3

計 69 6 25 4 17 11 23 4 3 G
84．6）

P37
15．4）

@25
（100）

P62
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うになり，サゴシについては平均体長50。Oc厩（範

囲48～53crn），平土勾ず聖運1．00kg　（範囲0．75～1．32kg）

である。また，満2年魚以上については体長の頻

度分布から90c憩階級を凹いとして満2年と3年魚

を振り分けて概算すると，満2年魚では平均体長

76．1c斑（範囲65～90cの，3年魚では平均94．4cm

（範囲90～105cm）ということになる（図4）。

これらの数値に幼稚魚調査の昭和45年9月の記録

および兵庫水試（196の8）の秋サワラ流し網漁業

試験の漁獲物測定値〔平均体長62．7cm（範囲58～

71crn），平士勾で本重2．69kg　（華亘囲2。2～3．5kg），潰U定｛固

体数11，昭和38年11月6～16臨周べ〕を加えて成

長齢線を描くとほぼ図5のようになる。

60

　40

体

数
　2G

図4　漁獲サワラの体長頻度分布

　　　　（8月下旬～9月下旬）

50 　70　　　　　　90
体　　長（㎝）

110

図5　サワラの成長 図6　サワラの体長と体重の関係

体

長

繊）

100

80

6G

40

20

1

　　〆

室
／

屋
／

　　　　　　．重／

露悉川水試

島兵臨水試

／
／ 20

10

8

6

体　　4

重

（㎏）

2

Lo

．8

．6

1年、（講年）麺
醒

．4

。2

茎ogW置3．0586至ogL十吾．80085

　　　8　体長と体璽の開係

　香川水野の資料を使って求めた本種の体長

（Lcm）と体重（Wg）との関係はほぼ次式　　　　　　　　　2⑪　　切　磁8010G　　蹴

で示すことができる（図6参照）。　　　　　　　　　　　　　　　　体　長（σ龍）

　　　　　V～1＝0．00632L3．0586

　雌i雄鹿は顕著1でない。ただし，このばあいの雌雄比は5月に69：6≒10：1，6月には65：20

≒10：3で，♂が少数であったので詳細は今後に譲るべきであろう。

　なお，7）で述べた本日の年令別体長に対応する体重を上言己の式から算出するとおよそ表5のよ

うになる。
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　　　9　漁期と回遊　　　　　　　　　　　　　　　　表5　サワラの年令と

サワラ瞬願か納海嚇1晦域で漁盤れ始め朋・頁　　　個体の大きき

まで漁獲が続く・囎灘翼下炉燧灘安雛では5　年令平均賑平均樋
～7月の漁獲量が9～エ1月のそれより多いが，大阪湾，紀　　　　（満）　　（㎝）　　（kg）

踏糊引言1㌔購翻1一発姦謬謄欝　i，、1ズ1：1

ワラの魚群が4月頃から内海内書ll海域に入り込み始め，11　　　2　　　　76　　　3．6

月頃までそこに滞留して水温の降下とともに外部海域へと　　　3　　　　94　　　6．g

出てゆくといった圃遊の形式と関係がある。しかも，満2

年魚以上の回遊は産卵と係き）合いをもっことになる。

　香川水試4）によると内海内部海域のサワラ資源には．備讃瀬戸以東の東部海域と，燧灘以西の

表6　瀬戸内海におけるサワラの月別・一別漁獲量
C雛で立：トン）

年　　月

　｝

副
　｝

秘
娼
年1
　｝

　｝

1

2

3

4
5

6

7

8
9
10
11

紀伊｝大阪！播磨｝備讃
水道｝湾　｝灘　　　　　　　　　　　瀬戸
　　　｝

1｝

2i

三i

li

1嚢i

lli

＝！

二｝

2i
＝｛

浮

実

騨蒙㌘周劇
二　＝｝

二　＝｛
40　3■
50　117i
l　劉
二　1
＝　’三

計

L盤

　1
143

91

　2
　9
16

25

　2

24　　289

蒼

1乙

碁

会

三

2

6

4
6

50

2
2
9
8
5

　1
　2
　2
　崔

226
27嘆

？2

36

112
82
15

96　　215 38 158 908

1　1 10i
咋　　　　　　　茸

一 『 一 『
591象 ｝

601
　　　｝　　　｝

ﾐ　l
@　　l

234 2i
Qi
Qi

二1
fl　＝

p　1

＝o ＝1 ＝4
8＝ ＝｝

1G

@2

X

和　1
5　1 ◎1 1ヌ1　48 16 27 15 1

一 エ08

｝61 Ol ◎ ｝　60 1　3《 118 17 1 0 230

45｝ 7　1

W
◎｝

k｝

G1 17
U ｝1 46

@2
10

T
16 11 93

Q8

年
9 副 3 39 G 4 3 51 5 119

1G 161　　　2 27 39 5 3 6 1◎8 筋 268
11 玉6t 盤 1i 2 6 s

緯
6窪l　　　I 2｛｝5

12 1◎1 o ｝　　5 1 1 1 1 引 3？

曇・ 721 47 61 208｛ 級 896 136 1，710
12 11

T1
0｛ 陛針 r一

二 ＝ 　0 二
11

@5

3 5｝ ｝ 1　　一 需鞠 一 ｝ 一 一
5

昭 嗅 一 G 1　　5
一 ｝

0
◎｝

一
6

5 G｛ 0
「　　　　殿

三5 5G 16 盤 ｝
136

和 6 G｝ ◎ 45 盆5 2盆0 2◎ 5 3 318
7 1　1 1 8 藍9 65 17 8 硅 1含3

46 8 a！ 1 51 0 7 2 5 3 71

9 引 7 34 ◎ 3 8 娃4 9 111

年 1◎ 1塵　置 23 4遜 0 3 4 53 31 172

1エ 13 2 85 0 4 2 52 28 王36

12 里6 0 1
一

1 1 8 3 3G

計 ？4 謎 264 59 353 7◎ 189 81 エ，124
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月
紀倶・

?道
大阪
p

播磨 備讃
｣戸

燧灘 安芸 餌予 周副計年紹　i和i列年　i

　＝
　◎

@G
@O

皇0053531，卑160421　1

　7
@5
@8
R1
T06
R58

F34751357110

計 53 23 416 155 319 87．　204　　　66 ，　　エ，323

窄附記灘の昭娃5，1月目漁獲量は異常である。

中酋部海域の2系統が想定されている。ただし，寸功瀬戸と燧灘（とくに備後灘）の三叉が生態

的に判然と区別されているわけではないが，いつれにしても東部海域における魚群の回遊経路は

ある程度予想、し得る。

　能津（1967）9）によると，秋～冬にかけて豊後水通：で漁獲されるサワラ群は秋期（9～11月）に

瀬戸内海から豊後水道に移動し，その主群は愛媛県側にかたよる傾向があり，一部が大分側に来

遊ずるということであるが，伊予灘の資料がないので判然としない。とくに伊予灘一豊後水道の

回遊経路を惣ることが重要である。

　　1◎漁　獲量
瀬戸内海におけるサワラの昭和39～45年における総漁獲量および灘別漁獲量の経年推移を表7

に示した。

表7　瀬戸内海におけるサワラの灘別漁獲量の経年推移
（単位　 トン）

年次｝一瞥諏醗鰭麟・蒙漁猟職漁轡轡
昭瓢3gi

　　婆01

　　　i

　　411

　　42i

　　43i

　　　I

　　44

　　酬

1・573

1，5◎・i

L912i

水道i湾
181115gi・齢

94

233

隻05i57◎i295295陸4i76
　　
・23 ?38…・2…

酬

2鰐i紹…7。21
　　　　i
　　　　l　　　　　｛

1…111
　　　　　　　14
　…　　・　　i　　1

103i嬰燦i銘
　i　i　i　】320 奄S3i118i　15i

214 ?1592・i

1，嬬1

1・o級i

1，56gi

…i

級7i

417

縫36

P

誕3

279

b／a

荏6

農7

LO79

笠，143

　9◎9

1，712門

（1・121）i

1・・％i

1β23

78

681

29

剛967

82

43

繊i以

72i厘7i

　ミ　　　
履3喚i

23

465

411

291

1226

164

96

61

躍i59
昼16　155

208

　　354　1　7◎　i　1891　　81i

　i
319187

・・（雪誘i・36i

　　　…i

　　20縫　66

4㎎i

　　i
4◎6

431

磁・

嬢96

436

　　寧1，306

（715）

69喚

676

0．361

◎，410

0．露19

0。349

0，767

0．922

　　　平均　　1・298 79 69 婆66 186　255 澱i142148 800

（2．329）

L610

1．045

剃・・6忽

串：昭稲45年門下灘の1月の漁獲量591トンは異常であり，これを除くとく　）に示ず値

　となる。　△：昭和39－47奪の平均。昭稲遜5奪は（　）内の数値で計算。
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　内海金体として，その漁獲量は昭和期年

以降急減し，39～墳年の水準に比べて42～

46年のそれは約6割程度に低下している

（図7参照）。内海のサワラ漁獲蚤は灘別に．

みると，播磨灘と燧灘が多く，また昭和39

～41年頃には備讃瀬戸がこれに比肩するほ

ど多かったのであるが，最近は著るしく衰

微してしまった。この滅少傾向は灘によっ

て軽重があるが，図7にみられるように東

部海域全体の傾向としてとらえることがで

きる。他方，中西部海域では東部海域とは

逆に昭和43年以降漸増の傾向がみられる。

　表7に併記してあるように両海域におけ

る漁獲量の割合（中西部／東部）は39年か

ら42年頃までは0。2鵡0。4程度であったのが，

両海域における漁獲量の経年推移傾向の相

異によって，その差が急激に縮まり昭和蕊

年には逆転してしまった。

年

漁

獲

量

図7　瀬戸内海のサワラ漁獲量の経年推移

涯

昨

（XIG曹gン）1⑰

磐総　　計

O藁部海域

盒中藤部海域

昭39 41　　　　43

　年　　　次

45 47

　ただし，昭和45年の漁獲量については表6にみられるように伊予灘の1月における漁獲量が異

常に高い。冬期には内海内部のサフラは外海に退去してしまっていると考えるのが常識であり，磁

年10～12月の伊予灘における漁獲量の推移もこれを示しているのに，45年1月になって突然591

トンという高い漁獲量がみられたことは奇異な現象であって，そこには統計処理上あるいは瀬戸

内海以外の漁獲物の混入といった何か特別の理由が介在しているように考えざるを得ない。した

がって図7では昭和45年の漁獲量として，伊予灘の1月分を除去した数値を使った（なお，この

ばあいにも豊前海における漁獲資料を入手することの重要性を痛感する）。いずれにしても，この

年の中央部海域におけるサワラが数年来の好漁であったことには変わりがない。

　國8には灘別に漁獲量の経年推移を示したが，推移の傾向は燧灘では特異であるが，隣接する

灘，たとえば紀伊水道と大阪湾，播磨灘と備讃瀬戸，伊予灘と周防灘ではぽ1ま同様の傾向を示す。

図8　瀬戸内海東部および中西部各灘におけるサワラ漁獲量の年変動

玉G

　　8
漁

獲

量
　　6

（紗
《

2

ロ紀伊水道

論大阪湾
鯵揺磨灘
。備讃瀬戸

日燧　　灘

毒安芸灘
麟捗｝予灘

O周防灘

駐

，蒐

f

昭39 嘆1　　　43　　　45

　　　年　　次

畦7 39 41　　　43　　　　45

　　年　　次

47
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さらにこれを東部海域・と中西部海域という区分でみれば，異質の傾向がうかがわれる。香川水試

の瀬戸内海におけるサワラ資源に2系統があるという考え方の根拠も恐らくこの点にあると思わ

れるのであるが，燧灘におけるサワラの位置づけに関して充分な説明がないために，この問題を

あいまいにしているようである。この点は今後の検討課題として重要である。．

　　11　サワラを対象とする漁業

　主要な漁業は刺し網（サワラ流し刺し網）であって，次いであぐり網，釣（曳き釣り）がある。

また，ます網，三智網などが少墨の漁獲をあげている。昭和襲～47年の漁業種別漁獲量を表8に

示した。

表8　サワラを対象とする漁業の種類別・灘別漁獲量

（単位；トン）

年次

漁業の種類 紀伊
?道

大阪
p

播磨 備讃
｣戸

燧灘 ㌔港 伊予 周防
蛛E

計　　（％）

縦びき網　2種 1 1 2（0．2）

あ　　ぐ　り　　網 6 99 105（玉王．6）

その他のまき網 3 8 1 玉2（1．3）

昭戸
敷　　　　　　　綱

〟@　　し　　　綱 3 7 178

293

92 33 159 26
2（0．2）

T91（65．0）

そ　の　他　の　釣 57 13 36 14 2 122（13．4）
顧

延　　　　　　　縄
大　型’定　置　網 2 3 5（G．6）

44
ま　　　す　　　網 50 9 59（6．5）

その他の小型定置網
年

吾　　　智　　　網 9 9（1．0）

その他の船曳き綱 2 2（0．2）

計 62 2壌 291 96 21違 37 159 26 go9
（％） （6．8） （2。6） （32．0） （1G，6） （23．5） （4．1） （175） （2．9）

縦びき網　2種 1 1 11 嚇

3（0．3）

あ　　ぐ　り　　鰯

ｻの他のまき網

1硅 23 遮li　…
35孝

8或7．4）8（0．7）

昭　縮 敷　　　　　　網
h　　　し　　　網
ｻ　の　他　の　釣 67

22

P8
1喚6

S3
総

136i17

滋2 136 829（74．0）

P45（12．9）

延　　　　　　　縄 1 圭（0．O）

大　型　定　麗　網 4 6 10（0．9）
45

ま　　　す　　　網 12 1 7 2G（1．8）

その他の小型定躍綱 1 1（0．0）
年

吾　　　智　　　網 13 玉3（1．2）

その他の船曳き網 1 7 8（0．？）

計 72 47 226 61 208 儀 307率 、136 1，121宰

（％） （6．4） （磯．2） （20．2） （5．4） G8．6） （5．7） （27．4） （12．1）

縦びき網　2種
?　　ぐ　　り　　網 1

・6・1
三9 186（16．5）

昭

その他のまき網
~　　　　　　　網

7 6

2
2i 15（L3）

Q（0．2）

刺　　　し　　　網 18 王71 57 164 69 165 75 719（63．9）

和 そ　の　他　の　釣 71 9 71 15 駐 168（1婆。9）

延　　　　　　　縄 王 5 6（0。5）

46 大　翌　定　置　網 2 三G 12（1．1）

ま　　　す　　　網 硅 6 2 1 13（1．2）

年
その催の小型定置縄
吾　　　智　　　網 2 2（0．窯）

その池の船曳き網 1 1 2ω．雲）

計 履 鍛 26硅 鈴 364 70 189 81 1，125

（嘱） （6．6） （3。0） （23．5） （5．2） （3L5） （6．2） （16．8） （7．2）
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劇糠の簿 羅i大西攣
　　1　　　　　】

鶴予　周騎 計　（％）

年

酔轡劉2｛、E臨の∵き遡…鴫の。塑碧　灰型定置纈47i小型一躍網　｝吾　　　智　　　網　機船船びき網　その他の船びき網

1i　　　i　11
@｛　i

　　　　　．3i

o、賊
謌黶｡　　　　　　2

　　　18
R11511　1　i

別翻・一　1

i・｝　　1ggl　s6

@　　　
@　11
U　11i　　1

　2（0．2）
@a1（1．6）

@6（o．5）
@娃（0．3）
P，支◎4（83護）

､喋3（10．8）

@3（G．2）
@1δ（王．1）

@18（L4）
@2（0．2）
@3（G．2）
@2（0．2）

計

（％）
　53
（4，0）

　23　　　　〈隻16　　　　　155　　　　319　　　　　87　　　　204　　　　　66　　1，323

（　1曾？）　（31．壌）　　（11．7）　（2《。1）　　（　6．6）　（15曾蔓）　　　（5．0）

　　　幸：傍予灘の漁獲量のうち，昭和嘆5年1月の分を除いた数値。

　これでみても刺し網の漁獲量が圧倒的に多く全体の約65～8◎％を占めている。あぐり網のそれ

は44年には約12％であったが，その後は減少してきており，中西部海域で多い。紀伊水道では釣

り漁業が主体であるのも特徴的である。

　漁業種別漁獲物の大きさの’組成については詳細な資料が欠けている6この点も今後資料を整備

する要がある。

　　　12　サワラの商品価値

　サワラの年平均単価について昭和4◎年以降の推移を示すと図9のようになる。歯種の価格は，

昭和45年には808円／kgと最高を示したが，その後は下降気昧で47年には704円／kgであり，マ

ダイのそれ（1，324円／1《g）に較べると半値に近く，スズキ（882円／kg），クロダイ（870円／

kg）のそれよりも劣っている。

　昭和40年には，マダイ578円／kg，サワラ蜀2門／kg，スズキ386円Ag，クロダイ330円／

kgの順であったことからすると，他種に比して本種はその伸び率が劣っている。

　これは，需要の低下に囲るとは考えられないので，あるいは｛主時に比して魚体が小さくなって

いるのかも知れない。

　また，品種は無二よりも県別による価格差

が大きく，昭和47年の出格でみると（表9参

照）最高は香摺県の9G◎円店回9で，岡山糧0

円台／kg，広島730円台臨gが次いでいる。

また，低緬格県は徳島500門台／kg，愛媛570

～580円／弐gなどである。

　終りにのぞみ，貴重な資料の使用を許可き

れた香川県水産試験場篠岡久夫技師，採卵に

あたって絶大なる御協力を戴いた香川県庵治

漁業協嗣組合木村正雄，嗣志度漁業協同組合

岡　賢一一，岡　環樹，石原重太郎の諸氏およ

び瀬戸内海栽培漁業協会屋島事業場職員各位，

幼魚2尾の提供をいただいた北木水産伯方島

養殖三障瀬林市氏，また，仔稚魚の飼育に御

助川下きった伯方島事業場職員各位に深甚の

謝意を表する。

閣g　瀬戸内海におけるサワラ

　　　の年平均同格の推移

無

比

平
均　　60⑪

単
儘i

（Fシ勾）

　　　400

200

40 嘆2　　　4塚

　年　　次

46
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表9　瀬戸内海におけるサワラの県別価格（昭・47＞

県 灘 生産量
iトン）

生産額　価　格
i10万円）（円／k3）

和歌山 紀伊水導 28 196　　　7◎0

大　　　阪 大阪湾 8 52　　　650

兵　　庫

紀伊水道

蜊纔p
d磨灘

14

P5

Q15

　88
@94
P，305

629

U27

U◎7

岡　　山
揺磨墨
�]瀬戸

79

R5

587

Q58

743

V37

徳　　島
紀伊水道

d磨灘

11

P3 66

55　　　500

@　508

香　　絹

播磨灘
�]瀬戸

109

P20

U

1，028

P，132

@58

943

X43

X67
　　　…燧　　灘広　　島　　　安芸灘 134

T6

980

S12

731

V36

　　　安芸灘
R　　口1伊予灘

@　　周防灘

18

Q181

115
V118

639

R50

U56

愛　　媛

燧　　灘

ﾀ芸群
ﾟ予灘 67

179　　1，025

P3i　69
@　　392

　’T73

T31

T85

大　　分
佛予灘

?防灘

135

S1

942

Q87

698

V0◎

福　　岡 周防灘 7 繧6 657

計（平均） 1，323 9，312 （704）
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附図　瀬戸内海におけるサワラの漁場分布
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